
中東情勢を踏まえたスリランカの状況について 

2026年 3 月 17日 

在スリランカ日本国大使館 

（ポイント）  

○3月 16日、スリランカ政府は、中東情勢の影響を受けた現下の国内燃料事情を踏まえ、3

月 18日（水）から、官公庁、学校、大学、裁判所につき毎週水曜日を休日とすることを決

定。  

○スリランカ政府は、ＱＲコードシステムによる燃料販売量の管理を導入。 

（本文）  

１ 3月 16日、スリランカ政府は、中東情勢の影響を受けた現下の国内燃料事情を踏まえ、

3 月 18 日（水）から、官公庁、学校、大学、裁判所につき毎週水曜日を休日とすることを

決定しました。司法サービスや州運営の教育機関を含む全ての政府系機関に適用され、民間

部門の機関にも同様の取組を検討するよう要請しています。ただし、保健部門、港湾、水供

給、税関などの必須サービスは含まれません。 

 

また、燃料節約を目的とした措置の一環として、政府が主催する全ての行事・式典を当面

の間中止すると発表しております。 

 

（ご参考）当館は、以下の休館日以外には休館しません。 

https://www.lk.emb-japan.go.jp/files/100584206.pdf 

 

２ また、スリランカ政府は、ＱＲコードによる燃料販売量の管理を 2026 年 3 月 15 日か

ら開始しています。車両所有者は、燃料購入時に、登録済みのＱＲコードを提示する必要が

あります。車両所有者が外国人であっても登録は必要であり、以下のサイトから登録又はＱ

Ｒコードをダウンロードする必要があります。なお、現時点では、車種により購入可能な上

限が設定されていますので併せてご留意ください。 

 

https://fuelpass.gov.lk/※ 

※NIC（個人 ID）を入力する必要がありますが、外国人は旅券番号を入力します。 

 

３ なお、エネルギーコストの上昇に伴い、生活物資等の価格も上がる可能性があります。

日頃より、サイクロンなどの災害や予期せぬ経済事情の変化に備え、非常食や日常的に使う

食料品の備蓄は効果的な対策とされておりますので、必要に応じてご対応ください。 

  

https://www.lk.emb-japan.go.jp/files/100584206.pdf
https://fuelpass.gov.lk/

